







その他のタイトル Participation of the United States in the

















アメリカはアメリカ労働連盟 (AmericanFederation of Labor: AFL)のサミュエル・ゴンパーズ
(Samuel Gompers)会長を中心にILOの設立に深く関与した。 だがILOの創設後は、アメリカが


































受け継いで、 1901年にスイスのパーゼルで国際労働立法協会(InternationalAssociation for Labor・
































































































































































上述のワシントンDCで開催された第 1回総会では、 6つのlLO条約が採択された。第 l号条























































































































リアム'H・ステッド (WilliamH. Stead)、AFLのヒュー・ブレイン (HughFrayne)、マサチューセッ




ワード.J .ブイーラン (EdwardJ. Phelan)はローズヴェルト政権が誕生すると数回にわたりワシ
ントンDCを訪れ、ローズヴェルトや主要関僚、労働省と国務省の幹部らと会談した。パトラー
は、ワシントンDCで関かれた 1919年の第 1回総会の際に、当時海軍次官であったローズヴェル




























































































Recovery Administration: NRA)のウォルトン.H'ハミルトン (WaltonH. Hamilton)であった。
資本家代表は、アメリカ商工会議所のへンリー .s・デニソン (HenryS. Dennison)、労働者代表

















その後、 AFLの要求をもとに法案が作成され、 1932年12月にヒユーゴ・ブラック (Hugo
Black)上院議員(民主、アラパマ)によって連邦議会へ提出された。この法案は、下院ではウィ
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